
　震災前、飯舘牛の繁殖・肥育に取り組む
農家は数百軒にのぼっていました。昭和63
年に設立された振興公社では、この畜産技
術センターで肥育の研究を行い、得られた
データをJAの和牛改良組合と共有するな
ど、畜産農家にフィードバックをして、飯舘牛
の資質向上に努めていました。また、さらに、
受精卵移植にも取り組み、繁殖牛の品種を
改良。血統のよい牛を残しながら、飯舘牛の
レベルを上げていきました。
　飯舘牛のブランド力が認知されると同時に
血統のよさも評価されるようになり、子牛の値
が上がり、各地から大勢のバイヤーが訪れる
ようになりました。方向性が間違っていなかっ
たと、手応えを感じていた矢先の、震災だっ
たのです。
　現在は、そうした技術研究の事業を休止
していますので、牛舎を活用してもらえること
は、互いによいことだと考えています。これか
らも、畜産業の再生に取り組む農家を、村と
一緒になって応援していきたいと思います。

　フェリスラテが飯舘分場として使用す

る牛舎は、飯舘村振興公社の牛舎です。

震災前、飯舘牛の品質の向上に、職員が

一丸となって励んでいた場所です。

飯舘村振興公社　

佐藤宣清 事務局長
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株式会社フェリスラテ代表取締役社長。平成
13年に村へ移住し、家族で酪農に取り組んで
いました。避難後、被災休止酪農家が共同経
営する復興牧場の運営に携わり、平成27年、
5人の仲間と設立した株式会社フェリスラテ
の代表に就任。以降、福島市土船の牧場で乳
牛を飼育し、生乳の出荷を行っています。同
社では現在23人が働いています。
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田中一正さん

(上)働きやすさや作業の効率化も大事にしている
フェリスラテ。若手の育成にも力を入れます。
(下)初めての搬入も手際よく作業が進みました。

「フェリス」は幸福を表すスペイン語

「ラテ」はイタリア語で牛乳のこと

フェリスラテで生産される堆肥は、こ

れまでも村で使われて来ましたが、

今後は分場の堆肥も活用されます。

振興公社のこと

平成20年撮影

田中一正さん（長泥）

畜産・酪農の復活へ
RESTART

＃ 育成牧場の誕生

令和元年８月号 4令和元年８月号5


